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総
合
・
太
陽
光

第
59
回

売電ロスによる損失額は
いくらか？

産業用太陽光発電Ｏ＆Ｍ施工の現場から

エナジービジョン

き
ち
ん
と
し
た
発
電
量
の
把
握
・
解
析
を

業
者
と
進
め
る
こ
と
が
第
一
歩

代表取締役
奥山 恭之

発
電
事
業
者
か
ら
太
陽
光

発
電
所
に
関
す
る
相
談
を
受

ロ
ス
率
が
許
容
範
囲
内
か
、

そ
れ
を
超
え
て
い
る
か
、
も

し
く
は
大
幅
に
超
え
て
い
る

か
、
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、

運
用
上
、
売
電
ロ
ス
の
発
生

を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ロ
ス
率
が
許
容
範
囲
内
な
ら

そ
の
ま
ま
様
子
見
で
良
い
が
、

大
幅
に
下
落
し
て
い
る
場
合

は
、
早
め
に
気
づ
い
て
対
処

し
な
け
れ
ば
損
失
額
が
膨
ら

み
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

◆　

□　

◆　

□　

◆　

□

ロ
ス
率
の
許
容
範
囲
と
し

て
は
、
毎
年
マ
イ
ナ
ス
１
㌫

～
マ
イ
ナ
ス
２
㌫
程
度
だ
ろ

う
。
こ
の
数
値
は
初
期
の
発

電
量
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
。
中
に

は
設
計
・
施
工
ミ
ス
で
初
期

値
が
ベ
ス
ト
で
は
な
い
場
合

も
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要

だ
。パ

ネ
ル
の
経
年
劣
化
が
年

マ
イ
ナ
ス
０
・
７
㌫
程
度
と

言
わ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
や

配
線
の
経
年
劣
化
、
パ
ネ
ル

汚
れ
の
影
響
な
ど
も
考
え
れ

ば
、
毎
年
マ
イ
ナ
ス
１
～
２

㌫
程
度
の
低
下
は
仕
方
な
い

だ
ろ
う
。

そ
れ
す
ら
も
許
容
で
き
な

い
、
と
躍
起
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
掛
け
た
費
用
以
上
の

メ
リ
ッ
ト
は
出
に
く
い
。
だ

が
、
毎
年
マ
イ
ナ
ス
３
㌫
以

上
減
少
し
て
い
れ
ば
、
売
電

ロ
ス
に
よ
る
損
失
額
が
大
き

く
、
対
策
に
費
用
を
掛
け
た

方
が
良
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

く
る
。

単
純
計
算
だ
が
マ
イ
ナ
ス

３
㌫
が
５
年
続
け
ば
、
５
年

目
で
マ
イ
ナ
ス
15
㌫
の
売
電

ロ
ス
。
低
圧
発
電
所
で
初
年

度
２
０
０
万
円
の
売
電
額
な

ら
ば
、
５
年
目
は
１
７
０
万

円
に
減
少
し
30
万
円
の
損
失

だ
。
こ
れ
に
気
づ
か
ず
対
策

を
行
わ
な
け
れ
ば
、
６
年
目

以
降
も
毎
年
こ
れ
以
上
の
損

失
額
を
出
し
続
け
る
こ
と
に

な
る
。
将
来
の
大
き
な
損
失

を
回
避
す
る
た
め
に
、
あ
る

程
度
の
費
用
を
掛
け
て
も
良

い
だ
ろ
う
。

◆　

□　

◆　

□　

◆　

□

実
際
の
例
で
考
え
て
み
よ

う
。
パ
ワ
コ
ン
９
台
の
低
圧

発
電
所
で
１
台
停
止
し
て
い

る
こ
と
に
６
カ
月
間
気
づ
か

な
か
っ
た
事
例
が
あ
る
。
１

年
間
に
換
算
す
る
と
約
マ
イ

ナ
ス
５
㌫
、
年
間
売
電
金
額

が
２
０
０
万
円
な
ら
10
万
円

の
損
失
だ
（
本
来
、
季
節
に

よ
っ
て
損
失
額
は
変
わ
る
が

こ
こ
で
は
単
純
化
し
た
）。

や
は
り
低
圧
発
電
所
の
別

の
ケ
ー
ス
で
は
、
パ
ワ
コ
ン
５

台
で
入
力
は
５
系
統
、
つ
ま
り

25
ス
ト
リ
ン
グ
あ
る
内
、
２

ス
ト
リ
ン
グ
が
６
カ
月
間
発

電
０
と
い
う
事
例
も
あ
っ
た
。

１
年
間
に
換
算
す
る
と
約
マ

イ
ナ
ス
４
㌫
、
年
間
２
０
０
万

円
な
ら
８
万
円
の
損
失
。

ど
ち
ら
も
半
年
ほ
ど
で
た

ま
た
ま
気
づ
い
た
が
、
気
づ

か
ず
に
１
年
以
上
放
置
さ
れ

る
可
能
性
も
高
か
っ
た
。
年

間
数
㌫
の
ロ
ス
と
タ
カ
を
括

っ
て
い
る
と
、
塵
も
積
も
れ

ば
山
と
な
り
、
気
づ
い
た
時

に
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

損
失
額
に
な
っ
て
し
ま
う
。

売
電
ロ
ス
に
よ
る
損
失
額

が
い
く
ら
か
？
、
そ
れ
は
許

容
範
囲
か
？
、
許
容
範
囲
で

な
い
と
す
れ
ば
対
策
に
ど
れ

ぐ
ら
い
掛
か
り
そ
う
か
？

発
電
量
の
解
析
が
で
き
る

Ｏ
＆
Ｍ
業
者
と
相
談
し
な
が

ら
検
討
し
て
欲
し
い
。

け
る
中
で
、「
今
の
発
電
量

が
妥
当
か
？
問
題
な
く
発
電

し
て
い
る
か
？
」
を
判
断
で

き
る
方
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

そ
も
そ
も
発
電
量
を
把
握

し
て
い
る
方
が
少
な
い
が
、
仮

に
今
現
在
の
実
発
電
量
を
知

っ
て
い
て
も
問
題
の

あ
り
、
な
し
を
判
断

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

「
そ
の
発
電
所
の
ベ
ス

ト
の
発
電
量
が
い
く

ら
か
？
」
を
推
し
は

か
る
こ
と
は
、
不
可

避
な
発
電
阻
害
要
因

が
個
々
に
異
な
る
た

め
一
概
に
結
論
付
け

る
こ
と
が
難
し
い
、

か
つ
、
日
射
量
の
増
減
と
い
う

変
動
要
因
も
絡
む
か
ら
だ
。

一
方
、
売
電
ロ
ス
は
ど
の

発
電
所
で
も
発
生
し
て
い
る
。

数％の売電ロスも、塵も積もれば山となり
大きな損失となる

◀
「
Ｐ
Ｖ
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
」
の
概
要

「次世代型O&M」の全体概要

太
陽
光
発
電
の
長
期
安
定
電
源
化
を
支
え
る

「
次
世
代
の
Ｏ
＆
Ｍ
」を
訴
求

発
電
設
備
管
理
シ
ス
テ
ム
を
機
能
強
化
し
非
会
員
に
も
提
供
へ

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｏ
＆
Ｍ
協
議
会
／
エ
ナ
ジ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

太
陽
光
発
電
施
設
・
設
備

の
施
工
・
Ｏ
＆
Ｍ
を
行
う
事

業
者
の
団
体
で
あ
る
（
一
社
）

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｏ
＆
Ｍ
協
議

会
（
理
事
長
＝
高
根
沢
喜
美

一
・
ア
ル
シ
ス
代
表
取
締
役
）

と
、
Ｏ
＆
Ｍ
事
業
を
展
開
す

る
エ
ナ
ジ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
東

京
都
千
代
田
区
）
は
３
月
、

協
議
会
会
員
向
け
に
無
償
提

供
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
設

備
管
理
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
「
Ｐ
Ｖ
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
」
の
機
能
を

強
化
す
る
と
共
に
、
協
議
会

会
員
以
外
に
も
シ
ス
テ
ム
所

有
者
の
エ
ナ
ジ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

Ｐ
Ｖ
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

シ
ス
テ
ム
は
施
工
店
や
Ｏ
＆

Ｍ
事
業
者
が
、
発
電
所
の
施

工
か
ら
維
持
管
理
を
経
て
廃

棄
に
至
る
ま
で
の
情
報
を
記

録
・
管
理
・
保
存
で
き
る
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
。
施
工
や

Ｏ
＆
Ｍ
の
写
真
、
及
び
設

計
・
完
成
図
書
な
ど
の
関
連

資
料
が
発
電
所
に
紐
づ
け
ら

れ
た
形
で
整
理
・
保
存
さ
れ

る
。
保
存
デ
ー
タ
を
基
に
報

告
書
の
作
成
（
報
告
書
フ
ォ

ー
ム
は
複
数
よ
り
選
択
可

能
）、
協
力
事
業
者
・
発
電

所
オ
ー
ナ
ー
と
の
情
報
共
有

（
開
示
範
囲
の
設
定
が
可

能
）
、
協
力
事
業
者
へ
の
作

業
依
頼
書
作
成
な
ど
が
一
括

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
今

回
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
時
間
や

表
示
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
な

ど
、
こ
れ
ら
の
写
真
関
連
の

操
作
性
が
機
能
強
化
さ
れ
て

更
に
使
い
や
す
く
な
っ
た
。

そ
の
他
、
シ
ス
テ
ム
上
で

の
Ｏ
＆
Ｍ
契
約
の
提
案
～
契

約
締
結
、
Ｏ
＆
Ｍ
各
業
務
の

日
程
・
実
施
管
理
（
検
索
・

並
べ
替
え
機
機
能
付
き
）
な

ど
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

協
議
会
会
員
以
外
へ
の
提
供

価
格
（
い
ず
れ
も
税
込
）

は
、
登
録
料
が
11
万
円
、
毎

月
の
使
用
料
が
デ
ー
タ
量
５

㌐
バ
イ
ト
ま
で
１
万
１
０
０

０
円
、
追
加
５
㌐
バ
イ
ト
ご

と
に
５
５
０
０
円
。
発
電
所

数
は
問
わ
な
い
。
ま
た
、
協

議
会
会
員
は
デ
ー
タ
量
５
㌐

バ
イ
ト
ま
で
無
償
と
な
る
。

 

「
メ
ン
テ
コ
ス
ト
の
合
理
化

 

＋
見
え
る
化
」
で

 

発
電
事
業
者
・

 

Ｏ
＆
Ｍ
事
業
者

 

双
方
に
メ
リ
ッ
ト

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｏ
＆
Ｍ
協

議
会
は
３
月
、
再
エ
ネ
・
太

陽
光
発
電
の
長
期
安
定
電
源

化
を
念
頭
に
し
た
こ
れ
か
ら

の
発
電
所
Ｏ
＆
Ｍ
の
あ
る
べ

き
新
た
な
方
針
を
提
唱
。
３

月
に
そ
の
全
体
像
を
発
表
し

Ｏ
＆
Ｍ
事
業
者
や
発
電
所
オ

ー
ナ
ー
・
発
電
事
業
者
に
訴

求
を
図
っ
て
い
る
。

新
方
針
は
「
次
世
代
型
Ｏ

＆
Ｍ
」
と
命
名
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
中
で
強
調
さ
れ
て

い
る
の
は
「
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
発
電
事
業
者
の
利
益

確
保
と
総
諸
経
費
削
減
」

だ
。
法
規
上
や
設
備
・
機
械

の
仕
様
上
、
必

要
と
な
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
保

守
の
コ
ス
ト
を

確
保
す
る
こ
と

で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認

定
案
件
で
あ
れ

ば
20
年
間
の
ト

ー
タ
ル
で
利
益

が
出
て
、
長
期

安
定
稼
働
す
る

発
電
所
と
す
る

こ
と
の
必
要
性

が
説
か
れ
て
い

る
。
発
電
事
業

者
側
が
合
理
的

な
・
必
要
十
分

な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
長
期
的
視

（
草
刈
り
・
除
草
剤
）
や
パ
ネ

ル
洗
浄
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て

オ
プ
シ
ョ
ン
で
実
施
す
る
。
し

っ
か
り
し
た
監
視
・
管
理
体
制

を
設
定
す
る
こ
と
で
、
発
電
量

の
異
常
な
下
落
が
現
れ
た
場
合

に
の
み
適
時
に
対
応
す
る
ス
キ

ー
ム
と
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト

の
合
理
化
を
図
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
メ
ン
テ
の
各
サ

ー
ビ
ス
の
実
施
記
録
や
現
場

写
真
な
ど
の
デ
ー
タ
を
、
発

電
事
業
者
・
オ
ー
ナ
ー
の
提

出
書
類
と
共
に
記
録
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
「
Ｐ
Ｖ

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
」
に
な
る
。
発
電
事
業

者
・
オ
ー
ナ
ー
は
Ｐ
Ｖ
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を

維
持
管
理
の
履
歴
と
し
て
も

活
用
で
き
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｏ
＆
Ｍ
協

議
会
は
現
時
点
に
お
け
る
次

世
代
型
Ｏ
＆
Ｍ
と
Ｐ
Ｖ
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
に

関
し
て
、
ま
ず
は
低
圧
案
件

を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

こ
の
３
月
か
ら
提
供
を
開
始

す
る
。

＆
Ｍ
事
業
者
が
発

電
事
業
者
・
発
電

所
オ
ー
ナ
ー
か
ら

事
業
計
画
認
定
申

請
書
、
設
計
・
完

成
図
書
、
設
備
・

機
器
の
取
扱
説
明

書
、
保
険
関
連
書

類
・
メ
ー
カ
ー
保

証
書
、
遠
隔
監
視

シ
ス
テ
ム
の
発
電

量
な
ど
の
デ
ー
タ

提
出
を
受
け
た
上

で
、
次
の
３
点
を

柱
に
し
て
Ｏ
＆
Ｍ

が
行
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
①
「
ス
マ

ー
ト
保
安
」
と
呼

ば
れ
る
、
遠
隔
監

点
で
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り

メ
ン
テ
費
用
の
削
減
が
可
能

に
な
る
と
共
に
、
Ｏ
＆
Ｍ
事

業
者
側
に
と
っ
て
も
総
経
費

が
合
理
的
に
な
り
、
な
お
か

つ
長
期
的
な
事
業
予
見
性
が

確
保
さ
れ
る
、
Ｗ
ｉ
ｎ-

Ｗ

ｉ
ｎ
の
関
係
を
築
く
こ
と
が

で
き
る
。

次
世
代
型
Ｏ
＆
Ｍ
で
は
Ｏ

視
シ
ス
テ
ム
の
発
電
量
デ
ー

タ
解
析
に
よ
り
通
常
の
保
守

点
検
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
は

見
逃
し
て
し
ま
う
発
電
量
阻

害
要
因
の
特
定
、
②
発
電
所

設
計
上
・
構
造
上
の
課
題
抽

出
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
現
況

検
査
（
既
設
案
件
）・
検
収

検
査
（
新
設
案
件
）、
そ
し

て
①
・
②
を
踏
ま
え
て
③
長

期
的
視
点
に
立

っ
た
発
電
所
再

生
工
事
の
費
用

対
効
果
及
び
維

持
管
理
と
費
用

を
算
出
す
る
こ

と
に
よ
る
Ｏ
＆

Ｍ
費
用
対
効
果

の
見
え
る
化
で

あ
る
「
売
電
ア

ッ
プ
計
画
」
作

成
、の
３
つ
だ
。

Ｏ
＆
Ｍ
事
業

者
は
③
の
「
計

画
」
に
沿
い
、

「
ス
マ
ー
ト
保

安
」
及
び
定
期

点
検
に
加
え

て
、
雑
草
対
策

「PVトレーサビリティシ
ステム」で報告書を作

成。フォームは複数より
選択できる

か
ら
提
供
を
開
始
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。


